
法
政
大
学
大
学
院 

政
索
創
造

研
究
科 
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー

［
新
・
テ
ル
マ
エ
通
信
］
第
１

号 ２
０
１
２
年
８
月
５
日
発
行 

  

皆
様
こ
ん
に
ち
は
、
増
淵
ゼ

ミ
Ｍ
２
の
平
川
拓
也
と
申
し
ま

す
。
こ
の
度
、
政
策
創
造
研
究

科
内
に
お
け
る
、
ゼ
ミ
間
の
横

の
繋
が
り
を
強
く
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
政
策
創
造
研
究

科
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
「
新
・
テ

ル
マ
エ
通
信
」
の
発
行
を
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

当
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
は
、
ゼ

ミ
代
表
者
会
議
が
主
体
と
な
り

行
っ
て
い
る
２
０
１
２
年
度
法

政
大
学
大
学
院 

研
究
補
助
金

の
使
途
先
と
な
る
、
政
索
創
造

研
究
科
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
ゼ

ミ
間
懇
親
会
、
ゼ
ミ
代
表
者
会

議
の
会
議
内
容
。
そ
れ
か
ら
各

ゼ
ミ
の
紹
介
等
等
、
皆
様
に
有

益
な
情
報
を
発
信
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
発
行
は
４
半

期
に
１
度
を
予
定
し
て
お
り
ま

す
。 

 

今
回
第
１
号
は
、
各
ゼ
ミ
の

紹
介
と
、
大
学
院
研
究
補
助
金

の
使
途
先
で
あ
る
各
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
概
要
・
公
募
要
件/

期
間
の

ご
案
内
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

以
下
、
各
ゼ
ミ
編
集
委
員
の

方
々
の
ゼ
ミ
紹
介
文
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。 

【
坂
本
ゼ
ミ
】 

 

２
０
１
２
年
６
月
３
日
（
日
）
、

市
ヶ
谷
田
町
校
舎
５
階
マ
ル
チ

メ
デ
ィ
ア
ホ
ー
ル
に
て
、
映
画

「1/4

の
奇
跡
」
の
上
映
と
原

作
者
の
「
か
っ
こ
ち
ゃ
ん
」
こ

と
山
元
加
津
子
さ
ん
の
講
演
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

「1/4
の
奇
跡
」
に
つ
い
て
、

ご
存
知
無
い
方
に
、
少
し
だ
け

解
説
し
ま
す
。 

 
NHK

特
集
で
も
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
た
の
で
す
が
、
マ
ラ
リ

ア
と
い
う
恐
ろ
し
い
病
気
に
よ

っ
て
絶
滅
し
か
か
っ
た
村
に
、

マ
ラ
リ
ア
に
耐
性
を
持
っ
た
、

つ
ま
り
こ
の
熱
病
に
か
か
ら
な

い
人
た
ち
が
発
見
さ
れ
た
こ
と

か
ら
物
語
は
始
ま
り
ま
す
。 

 

マ
ラ
リ
ア
に
耐
性
を
も
つ
人

た
ち
の
中
に
は
一
定
程
度
、
重

度
の
障
害
を
持
つ
人
が
生
ま
れ

ま
す
。
彼
ら
の
遺
伝
子
の
中
で
、

マ
ラ
リ
ア
耐
性
は
子
々
孫
々
受

け
継
が
れ
て
い
き
ま
す
。
何
十

年
、
何
百
年
か
に
一
度
あ
る
マ

ラ
リ
ア
の
大
流
行
。
村
人
は
、

障
害
を
持
つ
人
た
ち
を
大
切
に

す
る
こ
と
で
、
村
を
絶
滅
の
危

機
か
ら
守
っ
て
き
た
の
で
す
。

そ
の
割
合
が1/4

。
い
ら
な
い

命
な
ん
て
一
つ
も
無
か
っ

た
・
・
・
そ
れ
が
「1/4

の
奇

跡
」
と
い
う
お
話
で
す
。 

 

映
画
の
あ
と
で
、
原
作
者
で

あ
る
か
っ
こ
ち
ゃ
ん
の
講
演
が

あ
っ
た
の
で
す
が
、
実
は
私
、

講
演
前
に
、
か
っ
こ
ち
ゃ
ん
を

見
ま
し
た
。 

講
師
控
え
室
に

い
れ
ば
い
い
の
に
、
廊
下
を
ウ

ロ
ウ
ロ
し
て
ま
し
た
・
・
・
迷

子
か
な
あ
？
・
・
・
そ
れ
が
か

っ
こ
ち
ゃ
ん
と
の
出
会
い
で
す

（
笑
） 

 

か
っ
こ
ち
ゃ
ん
の
話
も
驚
愕

す
べ
き
内
容
で
し
た
。
脳
幹
出

血
で
植
物
状
態
と
な
り
、
余
命

３
年
を
宣
告
さ
れ
た
友
人
を
目

覚
め
さ
せ
る
お
話
で
す
。
（
実

は
こ
の
物
語
は
現
在
進
行
形
で

す
。
詳
し
く
は
「
白
雪
姫
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
で
検
索
し
て
み
て

く
だ
さ
い
） 

 

か
っ
こ
ち
ゃ
ん
は
言
い
ま
す
。 

「
大
丈
夫
で
す
。
私
は
多
く
の

子
供
た
ち
か
ら
学
び
ま
し
た
。

人
間
に
は
無
限
の
可
能
性
が
あ

り
ま
す
」 

 

た
く
さ
ん
の
、
ま
だ
気
が
つ

い
て
い
な
い
人
た
ち
を
目
覚
め

さ
せ
る
為
に
、
頑
張
れ
か
っ
こ

ち
ゃ
ん
！ 

 

 



 
坂
本
先
生
は
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

「
日
本
で
い
ち
ば
ん
大
切
に
し

た
い
会
社
」
の
作
者
で
も
あ
り

ま
す
。 

 

専
門
は
経
営
学
。
地
域
経
済

論
や
地
域
企
業
論
の
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
の
中
で
「
障
害
者
雇

用
問
題
」
を
取
り
上
げ
る
う
ち

に
か
っ
こ
ち
ゃ
ん
と
出
会
い
、

今
回
の
講
演
会
に
至
り
ま
し
た
。 

 

坂
本
ゼ
ミ
の
特
徴
は
「
弱
者

へ
の
視
点
」
と
「
現
場
主
義
」。

国
民
の
幸
福
度
を
表
す

G
N

H

（
国
民
総
幸
福
度
）
を
日
本
の

都
道
府
県
に
当
て
は
め
た
ら
ど

う
な
る
か
…
「
都
道
府
県
別
幸

せ
度
ラ
ン
キ
ン
グ
」
の
研
究
で

も
有
名
で
す
。 

 

（
文
責
・
鈴
木
幸
司
） 

  

【
恩
田
ゼ
ミ
】 

  

恩
田
研
究
室
は
、
修
士
１
年

生
３
名
、
修
士
２
年
生
３
名
、

研
究
生
１
名
の
計
７
名
で
す
。

ゼ
ミ
生
の
テ
ー
マ
は
、「
ま
ち
の

記
憶(

イ
メ
ー
ジ)

」
や
「
公
園

利
用
」
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま

す
。
都
市
史
を
専
門
と
さ
せ
る

恩
田
先
生
の
も
と
、
様
々
な
テ

ー
マ
を
持
っ
た
ゼ
ミ
生
と
時
間

を
忘
れ
、
日
々
発
熱
し
た
議
論

を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

現
在
、
ゼ
ミ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
し
て
、
静
岡
県
浜
松
市
と
長

野
県
諏
訪
市
の
ま
ち
の
賑
わ
い

調
査
を
行
う
予
定
で
す
。
浜
松

市
で
は
、
戦
後
に
建
て
ら
れ
た

「
共
同
建
築
」
の
実
態
と
そ
の

活
用
を
テ
ー
マ
に
、
諏
訪
市
で

は
、
中
心
市
街
地
の
実
態
調
査

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
ち
に
残

る
建
物
、
そ
れ
は
歴
史
的
価
値

(
評
価)

に
関
わ
ら
ず
、
そ
の
ま

ち
の
資
源
に
な
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
風
土
や
歴
史
、
地
元
の

人
々
と
共
に
歩
ん
で
き
た
「
建

築
」
を
活
用
し
た
、
ま
ち
の
賑

わ
い
を
検
証
し
て
い
き
ま
す
。 

（
文
責/

富
永
正
義
） 

  

■
研
究
室
紹
介~

岡
本
義
行
研

究
室~

 

 

岡
本
義
行
先
生
の
主
な
研
究

テ
ー
マ
は
企
業
論
、
産
業
論
、

地
域
経
済
論
な
ど
で
あ
り
、
日

本
及
び
イ
タ
リ
ア
を
中
心
と
し

た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
小
企
業
戦

略
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活

性
化
に
関
す
る
研
究
も
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
大
学
連
携
や

地
方
自
治
体
連
携
な
ど
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
も
活
躍

さ
れ
て
い
ま
す
。 

 ~

ゼ
ミ
内
容~

 

岡
本
ゼ
ミ
で
は
毎
週
行
わ
れ

る
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
は
ゼ
ミ
生
全

員
で
行
う
合
同
ゼ
ミ(

修
士
課

程
９
名
、
博
士
後
期
課
程
１
６

名)

と
修
士
の
み
で
行
う
輪
読

が
あ
り
ま
す
。
合
同
ゼ
ミ
で
は

外
部
か
ら
講
師
を
お
招
き
し
、

講
義
や
方
法
論
に
つ
い
て
の
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
小
布
施
町

や
七
尾
市
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど

と
い
っ
た
国
内
外
の
視
察
を
行

っ
て
い
ま
す
。
修
士
の
輪
読
で

は
社
会
科
学
系
の
本
を
読
み
、

地
域
経
済
の
概
念
な
ど
を
理
解
、

整
理
し
新
し
い
理
論
的
フ
レ
ー

ム
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
議
論
し
て

い
ま
す
。
岡
本
ゼ
ミ
の
最
大
の

特
徴
が
こ
の
輪
読
で
す
。
こ
の

輪
読
は
他
の
ゼ
ミ
の
輪
読
と
は

違
い
、
文
献
の
内
容
に
つ
い
て

理
解
し
て
い
く
だ
け
で
は
な
く
、

そ
の
背
景
に
あ
る
要
因
な
ど
に

つ
い
て
様
々
な
視
点
か
ら
幅
広

く
考
え
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ふ
と
、
先
生

が
お
っ
し
ゃ
る
“
そ
れ
は
な

ぜ
？
”
と
い
う
問
い
か
け
に
ゼ

ミ
生
は
額
に
汗
し
な
が
ら
考
え
、

ま
た
国
内
だ
け
で
な
く
海
外
の

事
例
な
ど
も
数
多
く
紹
介
し
て

く
だ
さ
る
の
で
よ
り
密
度
の
濃

い
輪
読
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

参
考
ま
で
に
こ
れ
ま
で
輪
読
し

て
き
た
文
献
と
し
て
は 

・
『
安
心
社
会
か
ら
信
頼
社
会

へ
』
山
岸
俊
男
（
中
央
公
論
新

社1
9
9

9
)  

 

・『
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
』



ウ
ェ
イ
ン
・
ベ
ー
カ
ー
（
ミ
ネ

ル
ヴ
ァ
書
房2

0
0

1
)  

・『
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
の
条
件
』P.F

.

ド
ラ
ッ
カ
ー 
著
（
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
社2

0
0

0
)  

・
『
日
本
の
「
安
心
」
は
な
ぜ
、

消
え
た
の
か
』
山
岸
俊
男
（
集

英
社2

0
0

8
)  

・『
現
代
の
二
都
物
語
』
ア
ナ
リ

ー
・
サ
ク
セ
ニ
ア
ン
（
日
経B

P

社2
0
0

9
)  

・『
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
都
市
論
』

リ
チ
ャ
ー
ド
・
フ
ロ
リ
ダ
（
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
社2

0
0

9
)  

・
『
都
市
の
経
済
学
』
ジ
ェ
ー

ン
・
ジ
ェ
イ
コ
ブ
ス
（T

B
S

ブ

リ
タ
ニ
カ1

9
8

6
)  

・『
転
職
』M

・
グ
ラ
ノ
ヴ
ェ
タ

ー
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房1

9
9

8
)  

・『
組
織
の
経
済
学
』
ポ
ー
ル
・

ミ
ル
グ
ロ
ム
、
ジ
ョ
ン
・
ロ
バ

ー
ツ
（N

T
T

出
版1

9
9

7
)  

・『
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
ク
ラ
ス

の
世
紀
』
リ
チ
ャ
ー
ド
・
フ
ロ

リ
ダ
（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社

2
0

0
7

） 

な
ど
が
あ
り
ま
す
。  

ど
の
本
も
と
て
も
興
味
深
い
も

の
ば
か
り
な
の
で
ぜ
ひ
皆
さ
ん

も
一
度
読
ん
で
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。
深
く
、
熱
い
議

論
を
求
め
て
い
る
皆
様
、
是
非

岡
本
ゼ
ミ
に
顔
を
出
し
て
み
て

く
だ
さ
い 

 

(
文
責
：
政
策
創
造
研
究
科 

修

士1

年 

外
池
秀
輔) 

  

【
北
原
研
究
室
】 

 

北
原
研
究
室
で
は
、
企
業
の

社
会
的
責
任
（C

S
R

）
に
つ
い

て
研
究
し
て
い
ま
す
。
現
在
は

６
人
の
ゼ
ミ
生
（
全
員
修
士
課

程
）
が
所
属
し
て
い
ま
す
。
２

０
１
２
年
度
の
新
入
生
は
２
人

で
す
。
そ
の
う
ち
の
１
人
は
学

部
出
身
で
、
新
入
社
員
の
気
持

ち
に
な
っ
た
よ
う
に
頑
張
っ
て

い
ま
す
。
ち
な
み
に
男
女
比
は

４
：
２
、
平
均
年
齢
は
４
２
～

４
３
歳
で
す
（
他
の
研
究
室
よ

り
ち
ょ
っ
と
高
め
で
し
ょ
う

か
）。 

2
0

1
2

年
度
の
ゼ
ミ
は
、
ゼ
ミ

生
が
順
番
に
（
２
人
ず
つ
）
自

分
の
研
究
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
形

で
、
修
士
論
文
の
経
過
報
告
、

C
S

R

の
最
新
情
報
、
文
献
な
ど

を
発
表
し
、
北
原
正
敏
教
授
の

指
導
の
も
と
討
議
し
な
が
ら
進

め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
北
原
研

究
室
のO

B
O

G

がC
S

R

に
関

連
す
る
講
義
等
を
行
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
他
の
研
究
室
に
比

べ
る
と
少
人
数
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
じ
っ
く
り
議
論
す
る
こ

と
も
で
き
、
ゼ
ミ
生
同
士

（O
B

O
G

含
め
）
と
て
も
仲
が

良
く
和
気
あ
い
あ
い
と
し
て
い

ま
す
。 

ま
た
、
毎
年
夏
に
は
恒
例
の

合
宿
が
あ
り
、
企
業
訪
問
な
ど

も
実
施
し
て
い
ま
す
。
実
際
に

現
場
に
行
く
こ
と
に
よ
っ
て
得

る
も
の
も
多
く
、
非
常
に
良
い

勉
強
に
な
り
ま
す
。
そ
の
他
に

も
随
時
企
業
訪
問
を
行
う
な
ど
、

C
S

R

に
関
連
す
る
調
査
・
研
究

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。 

 

(

文
責/

重
山
紀
子) 



【
中
嶋
研
究
室
】 

 

「
テ
ル
マ
エ
通
信
」
読
者
の

皆
様
、
こ
ん
に
ち
は
。
中
嶋
ゼ

ミ
の
編
集
委
員
を
務
め
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
、
小
林
拓
実
と

申
し
ま
す
。
今
回
は
、
我
ら
が

中
嶋
ゼ
ミ
の
紹
介
を
さ
せ
て
頂

き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

中
嶋
ゼ
ミ
は
今
年
度
に
設
立

さ
れ
た
新
し
い
ゼ
ミ
で
す
。
中

嶋
聞
多
先
生
は
２
０
０
９
年
に

信
州
大
学
か
ら
本
研
究
科
に
着

任
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
は
地
域

活
性
化
、
地
域
と
企
業
の
ブ
ラ

ン
ド&

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
戦
略

を
専
門
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ゼ

ミ
生
は
計
５
人
で
、
学
芸
員
や

小
学
校
の
先
生
、
そ
し
て
私
の

よ
う
な
学
部
上
が
り
ま
で
、

様
々
な
面
々
が
揃
っ
て
い
ま
す
。 

 

我
々
ゼ
ミ
生
は
ゼ
ミ
に
加
入

す
る
際
、
中
嶋
先
生
か
ら
１
つ

の
条
件
を
課
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
「
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

の
場
を
持
つ
」
と
い
う
こ
と
で

す
。
そ
の
た
め
、
各
々
が
生
ま

れ
育
っ
た
地
域
や
関
心
の
あ
る

地
域
を
選
択
し
て
調
査
、
研
究

を
行
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
特

に
積
極
的
な
活
動
を
行
っ
て
い

る
の
は
、
埼
玉
県
東
秩
父
村
を

フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
い
る
松
岡

さ
ん
で
す
。
ゼ
ミ
長
で
も
あ
る

松
岡
さ
ん
は
今
年
５
月
、
埼
玉

県
の
中
山
間
地
域
に
活
力
を
も

た
ら
す
「
ふ
る
さ
と
支
援
隊
」

の
事
業
に
応
募
し
、
見
事
、
活

動
資
金
と
し
て
５
０
万
円
の
補

助
金
を
獲
得
さ
れ
た
優
秀
な
方

で
す
。 

 

去
る
６
月
２
４
日
は
我
々
ゼ

ミ
生
や
中
嶋
先
生
、
さ
ら
に
他

の
ゼ
ミ
の
方
々
に
も
参
加
し
て

頂
い
て
、
東
秩
父
村
で
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
し
た
。

村
の
方
々
が
ど
れ
ほ
ど
参
加
し

て
下
さ
る
の
か
不
安
で
し
た
が
、

予
想
以
上
に
多
く
の
方
が
参
加

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
我
々

が
学
ば
せ
て
頂
い
た
の
は
言
う

ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
村
の

方
々
も
、
慣
れ
親
し
ん
だ
村
の

魅
力
を
再
確
認
さ
れ
て
い
た
よ

う
に
見
受
け
ら
れ
、
と
て
も
有

意
義
な
会
と
な
り
ま
し
た
。 

な
お
今
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
に
は
埼
玉
新
聞
が
取
材
に
訪

れ
て
く
だ
さ
り
、
紙
面
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
大
き
く
取
り
上
げ

て
頂
き
ま
し
た
。
記
事
の
コ
ピ

ー
は
研
究
科
の6

階
に
張
ら
れ

て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
頂
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。 

最
後
に
も
う
１
つ
だ
け
告
知

を
さ
せ
て
下
さ
い
。
中
嶋
ゼ
ミ

の

F
a

ce
b

o
o
k

ペ
ー
ジ
を
作
成

し
ま
し
た
。
ゼ
ミ
が
手
掛
け
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
、
地
域
づ
く

り
、
地
域
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に

関
す
る
情
報
を
お
伝
え
し
て
い

き

ま

す

。

U
R

L

は

、

https://
www.fac

eb
ook.com

/chiikiz
ukuri/

で
す
。
皆
様

に
「
い
い
ね
！
」
を
押
し
て
頂

け
れ
ば
幸
い
で
す
。(

文
責/

小

林
拓
実) 

 

  
【
小
峰
研
究
室
】 

 

私
た
ち
小
峰
・
池
永
ゼ
ミ
で

は
、
実
際
の
政
策
立
案
現
場
に

お
け
る
ご
経
験
が
豊
富
な
先
生

方
の
ご
指
導
の
も
と
、
院
生

各
々
が
非
常
に
多
岐
に
亘
る
興

味
・
関
心
に
沿
っ
て
、
調
査
・

研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。
ゼ
ミ

メ
ン
バ
ー
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
テ

ー
マ
は
、
日
本
の
政
治
経
済
、

雇
用
・
労
働
・
福
祉
政
策
、
地

域
経
済
問
題
、
各
国
経
済
事
情
、

ビ
ジ
ネ
ス
イ
シ
ュ
ー
、
交
通
経

済
・
政
策
、
な
ど
と
い
っ
た
よ

う
に
多
様
で
、
自
ら
の
関
心
に

合
わ
せ
て
自
由
に
勉
強
で
き
る

環
境
が
あ
り
ま
す
。
人
数
は
１

７
名(

２
０
１
２
年
現
在
・
先
生

https://www.facebook.com/chiikizukuri/
https://www.facebook.com/chiikizukuri/


方
除
く)

と
比
較
的
多
く
、
ド
ク

タ
ー
コ
ー
ス
の
方
々
も
複
数
お

り
、
新
入
生
に
と
っ
て
は
い
さ

さ
か
敷
居
が
高
い
な
が
ら
も
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ
で
刺
激
的
な

ゼ
ミ
で
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。 

 

さ
て
、
私
た
ち
の
ゼ
ミ
や
先

生
方
を
含
め
、
本
研
究
科
で
は
、

研
究
成
果
の
発
信
の
場
と
し
て
、

各
種
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
研
究
会

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
年
度

の
当
ゼ
ミ
メ
ン
バ
ー
が
携
わ
っ

た
も
の
と
し
て
、
５
月
に
岐
阜

県
恵
那
市
を
舞
台
と
し
た
映
画

『
ふ
る
さ
と
が
え
り
』
の
上
演

会
を
開
催
し
、
多
く
の
ご
好
評

を
頂
き
ま
し
た
。
田
舎
で
育
っ

た
少
年
が
、
東
京
で
社
会
人
に

な
る
が
あ
る
き
っ
か
け
で
帰
郷

し
、
そ
こ
で
昔
を
思
い
出
し
な

が
ら
次
第
に
い
ろ
い
ろ
葛
藤
し

て
い
く
と
い
う
内
容
で
、
思
わ

ず
ほ
ろ
り
と
来
た
人
も
多
か
っ

た
よ
う
で
す
。
６
月
に
は
、
本

研
究
科
主
催
に
て
「
今
こ
こ
に

あ
る
財
政
危
機
」
と
題
し
た
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
ゼ
ミ
の
小
峰
教
授
に
よ
る
基

調
講
演
と
、
本
研
究
科
岡
本
教

授
や
外
部
の
著
名
な
専
門
家
に

よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。「
日
本
の

財
政
は
、
こ
の
ま
ま
で
は
ど
う

な
る
の
か
」
、
「
市
場
の
信
認
は

維
持
さ
れ
る
の
か
」
、「
民
意
は

当
て
に
な
る
か
」
、
「
政
府
と
民

間
は
そ
れ
ぞ
れ
何
を
す
べ
き

か
」、
と
い
っ
た
よ
う
な
テ
ー
マ

で
の
議
論
が
白
熱
し
、
定
員
を

上
回
る
参
加
が
あ
っ
た
そ
う
で

す
。
筆
者
と
し
て
も
大
い
に
勉

強
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
日
本

社
会
で
生
き
て
い
く
で
あ
ろ
う
、

そ
し
て
将
来
世
代
を
育
て
て
い

く
若
年
層
と
し
て
は
、
財
政
や

経
済
状
況
を
好
転
さ
せ
て
い
か

ね
ば
と
強
く
感
じ
る
と
こ
ろ
で

す
。 

 

同
月
に
も
う
一
つ
、
研
究
会

も
行
わ
れ
、
池
永
教
授
よ
り
内

閣
府
経
済
社
会
研
究
所
の
桑
原

進
氏
を
お
招
き
し
、『
幸
福
度
』

に
関
す
る
基
本
的
な
考
え
方
や

現
時
点
で
の
分
析
結
果
に
つ
い

て
ご
講
演
頂
き
ま
し
た
。
こ
こ

最
近
の
研
究
に
よ
れ
ば
、「
所
得

に
よ
る
幸
福
度
改
善
に
は
限
界

が
あ
る
」「
失
業
は
幸
福
度
を
大

き
く
引
き
下
げ
る
」「
幸
福
と
幸

福
感
は
異
な
る
」
と
い
う
よ
う

な
傾
向
が
見
ら
れ
る
そ
う
で
す
。

国
策
に
活
か
す
た
め
に
更
な
る

研
究
を
進
め
て
い
る
と
の
こ
と

で
し
た
。 

最
後
に
、
筆
者
な
り
の
問
題

提
起
を
し
て
、
本
稿
を
締
め
た

い
と
思
い
ま
す
。「
幸
福
度
」
と

言
っ
た
と
き
に
、
そ
れ
は
結
局

の
と
こ
ろ
「
誰
に
と
っ
て
の
」

幸
福
な
の
か
。
今
の
制
度
で
、

誰
が
「
幸
せ
に
な
っ
て
」、
誰
が

「
不
幸
に
な
る
」
の
か
。
成
熟

社
会
の
仲
間
入
り
を
し
た
日
本

に
お
い
て
、「
ど
う
い
う
社
会
」

な
ら
、
あ
ら
ゆ
る
人
が
幸
せ
な

の
で
し
ょ
う
か
。(

文
責
：
別
所

弘
基)  

 (

「幸
福
度
」研
究
会
の
様
子) 

 

  

【
増
淵
ゼ
ミ
】 

 

【1

】
ゼ
ミ
風
景 

<

研
究
発
表> 

増
淵
ゼ
ミ
で
は
現
在
、
学
生

の
研
究
内
容
の
発
表
を
行
っ
て

い
ま
す
。
発
表15

分
質
疑
応
答

15

分
と
い
う
時
間
配
分
で
行
っ

て
い
ま
す
。M

2

、M1

の
順
で
発

表
し
て
い
く
予
定
な
の
で
す
が
、

研
究
生
の
人
数
が
多
い
た
め
、

ま
だ

M2

の
方
全
員
の
発
表
が

終
わ
っ
て
い
な
い
状
態
で
す
。

そ
し
て
研
究
の
進
み
具
合
も
大

分
個
人
差
が
あ
る
の
で
す
が
、

大
体
の
方
々
が
質
疑
応
答
の
際

に
先
生
を
は
じ
め
、
学
生
の
方



に
詰
め
が
甘
い
と
こ
ろ
等
、
疑

義
を
正
さ
れ
ボ
ロ
ボ
ロ
に
さ
れ

て
い
ま
す(
笑)
。
し
か
し
な
が

ら
議
論
も
活
発
に
行
わ
れ
て
お

り
学
生
た
ち
に
と
っ
て
貴
重
な

時
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

 

 
 

<

ゼ
ミ
合
宿> 

夏
の
ゼ
ミ
合
宿
の
日
程
と
候

補
地
を
ゼ
ミ
生
で
話
し
合
い
予

定
を
調
整
し
て
い
ま
す
。
予
定

が
合
わ
ず
参
加
で
き
な
い
人
が

出
な
い
よ
う8

月
と9

月
の2

回
に
分
け
て
合
宿
を
行
う
予
定

で
す
。
現
在8

月
の
候
補
地
と

し
て
決
定
し
て
い
る
の
が
台
湾

で
す
。9

月
は
ま
だ
確
定
は
し

て
い
な
い
の
で
す
が
、
増
淵
教

授
の
故
郷
の
北
海
道
や
若
し
く

は
新
潟
県
越
後
妻
有
、
長
野
県

小
布
施
町
等
の
候
補
が
挙
が
っ

て
い
る
の
で
す
が
、
お
そ
ら
く

こ
の
中
か
ら
選
定
す
る
と
思
わ

れ
ま
す
。 

(

文
責/

清
水
こ
う
た) 

 

【2

】
オ
ト
ナ
のCulture

研
究

会 

<

オ
ト
ナ
の

Culture

研
究
会

と
は> 

 

増
淵
教
授
は

2012

年
度
か

ら
「
オ
ト
ナ
の

Culture

」
の

研
究
を
目
的
と
し
て
、
現
役
ゼ

ミ
生
お
よ
び
ゼ
ミ

OB

を
筆
頭

に
、「
オ
ト
ナ
のCulture

研
究

会
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
こ

こ

で

い

う

「

オ

ト

ナ

の

Culture

」
と
は
、
増
淵
教
授
に

よ
れ
ば
、「
少
子
高
齢
化
や
人
口

減
少
の
影
響
で
、
主
力
マ
ー
ケ

ッ
ト
が
「
オ
ト
ナ
」
に
移
行
し
、

同
好
の
士
、
趣
味
の
共
有
な
ど
、

新
た
な
「
オ
ト
ナ
」
マ
ー
ケ
ッ

ト
で
の
ト
ラ
イ
ブ
構
想
が
始
ま

る
中
、
そ
こ
で
生
ま
れ
る
新
た

な
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
や
新
た
な

ビ
ジ
ネ
ス
創
出
の
可
能
性
」
で

あ
り
、「
オ
ト
ナ
のCulture

研

究
会
」
通
称
「
オ
ト
カ
ル
」
で

は
、
こ
う
し
た
「
オ
ト
ナ
の

Culture

」
に
関
す
る
テ
ー
マ
を

設
定
し
、
各
テ
ー
マ
に
合
わ
せ

た
施
設
を
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
現

地
調
査
を
試
み
る
と
こ
ろ
か
ら

始
ま
り
ま
す
。
ま
た
、
今
後
は

調
査
し
た
内
容
を
ゼ
ミ
内
で
共

有
し
、「
オ
ト
ナ
のCulture

」

に
つ
い
て
広
く
見
識
を
深
め
る

こ
と
も
念
頭
に
入
れ
て
お
り
、

い
ず
れ
は
各
調
査
班
の
報
告
会

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

  

    



<
活
動
内
容> 

「
オ
ト
ナ
のCulture

研
究

会
」
の
現
在
の
活
動
予
定
は
以

下
の
通
り
で
す
。 

1).

風
俗
グ
ル
ー
プ 

6

月30

日 

四
谷
荒
木
町
界
隈

ス
ナ
ッ
ク 

2).

音
楽
グ
ル
ー
プ 

6

月26

日 

六
本
木
デ
ィ
ス
コ

「
マ
ハ
ラ
ジ
ャ
」 

3).

行
楽
グ
ル
ー
プ 

6

月30

日 

浅
草
演
芸
場
「
落

語
」 

4).

習
い
事
グ
ル
ー
プ 

7

月21

日 

東
京
都
写
真
美
術

館 ＊
「
オ
ト
ナ
のCulture

研
究

会
」
で
は
グ
ル
ー
プ
を
横
断
し

て
ど
の
活
動
に
も
参
加
で
き
る

た
め
、
中
に
は
重
複
し
て
参
加

す
る
人
た
ち
も
い
ま
す
。 

(

文
責/

東
山
達
也) 

 

【
諏
訪
ゼ
ミ
】 

 

当
ゼ
ミ
を
率
い
る
諏
訪
先
生

は
、
労
働
法
・
雇
用
政
策
分
野

に
お
い
て
日
本
を
代
表
す
る
研

究
者
で
あ
り
、
経
産
省
・
厚
労

省
に
も
多
く
の
提
言
を
さ
れ
て

い
ま
す
。
日
本
で
唯
一
と
い
え

る
雇
用
政
策
専
門
の
当
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
は
、
企
業
セ
ク
タ
ー
、

大
学
セ
ク
タ
ー
、
公
務
セ
ク
タ

ー
等
、
各
方
面
で
活
躍
す
る
志

有
る
専
門
人
材
（
修
士
課
程
８

名
、
博
士
課
程
８
名
、
研
究
生

4

名
）
が
集
い
、
日
々
研
鑽
し

て
お
り
ま
す
。 

 

ゼ
ミ
は
ま
ず
「
頭
の
体
操
」

か
ら
始
ま
り
ま
す
。「
頭
の
体

操
」
と
は
、
諏
訪
先
生
が
様
々

な
媒
体
か
ら
抜
粋
し
た
一
見
し

て
関
連
が
薄
そ
う
で
が
実
は
そ

う
で
は
な
い
記
事
や
統
計
を
も

と
に
各
人
が
情
報
を
読
み
取
り

な
が
ら
、
知
的
な
発
見
を
し
、

統
合
的
な
説
明
を
組
み
立
て
て

い
く
作
業
で
、
別
名
『
知
的
ス

ト
ー
リ
ー
の
組
立
て
』
と
も
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
最
初
は
誰
も

が
不
思
議
に
思
い
戸
惑
い
ま
す

が
、
繰
り
返
す
に
つ
れ
て
徐
々

に
組
立
て
時
間
が
短
縮
し
、
深

い
ス
ト
ー
リ
ー
が
出
来
上
が
る

よ
う
に
な
り
、
日
増
し
に
訓
練

の
成
果
が
見
え
て
き
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
に
諏
訪
先
生
の
指

導
は
、
ま
ず
大
学
院
生
と
し
て

基
礎
的
な
知
識
や
論
理
的
な
思

考
力
を
身
に
つ
け
さ
せ
、
基
礎

力
を
高
め
な
が
ら
雇
用
の
専
門

的
な
知
識
を
積
み
重
ね
て
い
き

ま
す
。
さ
ら
に
、
相
互
学
習
会

で
あ
る
「
師
範
代
講
座
」
を
開

き
、
博
士
課
程
・
上
級
生
に
よ

る
定
期
的
な
自
主
勉
強
会
を
行

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
「
自
ら

の
力
を
高
め
た
け
れ
ば
上
位
の

者
に
挑
戦
し
、
自
ら
の
力
を
確

実
に
身
に
つ
け
た
け
れ
ば
下
位

の
者
を
指
導
せ
よ
」
と
い
う
、

道
場
主
の
教
え
に
沿
っ
た
も
の

で
す
。 

 

博
士
課
程
の
師
範
代
か
ら
は

高
度
な
研
究
手
法
や
驚
く
よ
う

な
技
を
、
修
了
生
か
ら
は
修
論

作
成
体
験
談
を
、
上
級
生
か
ら

は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
手
法
や
統
計

解
析
ツ
ー
ル
の
使
い
方
を
と
、

先
輩
か
ら
後
輩
へ
の
知
の
伝
承
、

継
承
が
な
さ
れ
、
ま
さ
に“
温
故

知
新”

古
き
良
き
時
代
の
よ
う

な
知
的
道
場
で
す
。
道
場
の
中

で
は
上
下
関
係
も
な
く
懇
親
の

場
も
充
実
し
て
い
ま
す
。
い
つ

も
各
自
が
持
ち
寄
っ
た
手
土
産

の
お
菓
子
と
お
茶
を
頂
き
な
が

ら
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
雰
囲
気

で
行
わ
れ
、
時
に
は
授
業
の
後

「
諏
訪B

a
r

」
と
い
う
懇
親
会

が
誕
生
し
、
杯
を
酌
み
交
わ
し

な
が
ら
白
熱
し
た
議
論
を
展
開

し
ま
す
。
（B

a
r

に
は
ワ
イ
ン
、



ビ
ー
ル
、
焼
酎
、
日
本
酒
の
他

に
間
接
照
明
や
Ｂ
Ｇ
Ｍ
ま
で
も

先
生
が
常
備
さ
れ
て
い
ま
す
） 

 

春
・
夏
休
み
の
合
宿
で
は
、

学
習
会
や
飲
み
会
の
ほ
か
に
、

当
ゼ
ミ
名
物
の
「
歩
き
輪
読
」

と
い
う
儀
式
が
あ
り
ま
す
。
こ

こ
で
は
、
清
々
し
い
外
気
と
太

陽
の
も
と
、
１
列
に
な
っ
て
歩

き
な
が
ら
最
後
尾
の
人
が
雇
用

に
関
す
る
本
の
一
段
落
を
大
き

な
声
で
読
み
上
げ
、
読
み
上
げ

る
と
先
頭
に
行
き
、
次
に
最
後

尾
に
な
っ
た
人
が
同
様
に
順
番

に
読
み
上
げ
て
い
く
、
ま
さ
に

身
体
機
能
と
頭
脳
を
同
時
に
鍛

え
ら
れ
る
素
晴
ら
し
い
体
験
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
状
況

に
よ
っ
て
は
度
胸
も
付
き
ま
す

 

 

当
ゼ
ミ
で
は
、
今
年
度
も
「
雇

用
に
関
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

調
査
」
を
は
じ
め
、
様
々
な
活

動
を
予
定
し
て
お
り
、
ま
さ
に

千
葉
周
作
道
場
の
門
を
叩
い
て

心
身
を
鍛
え
志
を
た
て
た
、
坂

本
龍
馬
の
名
言
の
如
く
「
日
本

の
洗
濯
」
が
で
き
る
よ
う
な
一

騎
当
千
の
志
士
と
な
る
べ
く

日
々
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

（
文
責/
姜
英
順
） 

   

ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
編
集
委
員 

 

・
清
水
こ
う
た
・
東
山
達
也 

・
姜
英
順
・
別
所
弘
基 

・
小
林
拓
実
・
重
山
紀
子 

・
富
永
正
義 

・
鈴
木
幸
司
・
平
川
拓
也 

・
増
成
勇
希 


